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2Abstract
The　Column　that　Supports　the　Dwelling　of　God
一the　Cruciform　Church　of　St　Symeon，　Qalat　Seman一
TAKIGUCHI　Mika
　　　Qalat　Seman　is　located　in　Northern　Syria，30　km　from　Aleppo．　St　Symeon　was　an　ascetic　who
spent　his　last　36　years　living　on　top　of　a　column　which　was　about　16　m　tal1．　He　was　born　in　a
Christian　family　in　Syria　ca．386－390，　and　became　the　first　stylite　saint（from　the　Greek　stylos，　a
pillar　or　column）．The　cult　of　devotion　grew　up　around　him　and　attracted　pilgrims　from　as　far　as
Britain．　The　number　of　pilgrims　increased　even　after　bis　death　in　459，　and　that　required　the
construction　of　a　four－armed　basilica，　baptistery　and　other　major　buildings　around　his　site，
probably　with　the　support　of　the　Byzantine　Emperor　Zeno（r．476－491）．　The　plan　of　the　church
consists　of　the　octagon　that　surrounds　the　column　of　Symeon　in　the　centre，　and　f6ur　basilicas　that
are　attached　to　the　four　sides　of　the　octagon．　There　are　no　written　documents　that　recorded　the
date　of　the　construction，　and　therefore，　we　do　not　know　who　built　this　church　with　what　idea　in
mind．
　　　　In　this　paper，　I　would　like　to　explore　the　meaning　as　to　what　the　church　architecture　of　St
Symeon　conveys　to　the　viewer．　First，　a　brief　description　of　the　life　of　St　Symeon　is　given．　Second，
the　outline　of　the　building　and　the　history　after　its　construction　are　explained．　Third，　survey　of
previous　studies　is　brie且y　summarized．　Although　many　scholars　studied　the　particular　combination
of　the　octagon　and　the　cruciform，　no　one　has　tried　the　iconographical　interpretation　of　the
architectural　motives．　In　addition　to　the　cruciform　plan，　the　church　has　a　couple　of　peculiar
features　such　as　wind－blown　capitals　and　a　shell　motif　on　the　outer　apse．　Such　peculiarity　might
convey　certain　messages　to　the　viewer　and　it　might　be　possible　to　interprete　the　architecture　by
examining　its　form　and　decoration　as　a　clue．
　　　　The　vita　of　St　Symebn　is　suggested　as　a　possible　source　of　the　decorative　motives　in　the
church，　and　the　city　planning　of　Apamea　is　examined　as　a　source　of　the　cruciform．　The
iconographical　interpretation　of　the　church　architecture　will　shed　light　upon　the　insightful
understanding　of　Qalat　Seman．
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はじめに
　シリア北部のアレッポから北西30キロのところに，カラート・セマン（シメオンの城塞）と呼ばれ
る聖堂がある（fig，1）。高さ十数メートルの柱の上に40年間とどまり続けた聖人，柱上行者シメオン
に出会うために，かつて多くのキリスト教徒がこの地を訪れた。
　シメオン（459年没）の死後，柱の周囲に聖堂が建立されると，この場所はイエスゆかりの地であ
るエルサレム，エフェソスの聖ヨアンニス聖堂，エジプトのアブ・ミナに次ぐ重要な巡礼地となって。
シメオンの生前にも増して多くの巡礼者たちがカラート・セマンを目指した。
　現在聖堂の屋根は完全に崩れ落ちているものの，壁面やアプシスは比較的保存状態がよく．高台
にある広大なかつての巡礼地は，休日にシリア人が家族連れで訪れるような，たとえていうなら日本
の城趾公園といったおもむきである。
　聖堂のプラン（平面図，fig．2）は，シメオンの柱を取り囲む八角形と，八角形の四辺から東西南
撫職認・譜 嶺難一
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4北にのびる四つの長方形（バシリカ）を組み合わせたもので，殉教者霊廟，十字架型墳墓から着想を
得たものと言われている1。19世紀以降　カラート・セマンは考古学者らの関心を集めるようになり，
ヴォギュエ（1862年），バトラー（1899年）らがこの地を訪れた。1930年代にはクレンカーによる考
古学的調査が行われ，チャレンコによって巡礼地の全体像が初めて明らかにされた。広大な敷地内に
聖堂，洗礼堂，巡礼者用宿泊施設を含む複数の建造物を配する大規模な建設事業は，ビザンティン皇
帝ゼノ（在位474－491年）の寄進によるものとされ，研究者らはこの点についてほぼ一致した見解を
有している。
　シメオンは，386－390年頃シリアのキリスト教徒の家に生まれ，二つの修道院を経て隠修士となりt
後に柱上行者として知られるようになった聖人である。459年，70代で死に至るまで，彼は柱の上に
とどまり続け，その名声はペルシアからブリテン島にまで及んだと伝えられる。シメオンの柱のもと
には，貧民から主教にいたるまで，大勢の巡礼者が群れ
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fig．2　平面図
1　ニュッサのグレゴリオスは，カッパドキアの八角形の殉教者霊廟について記述を残している。PG　46：
1096．
2　S．A．　Harvey，“The　Sense　of　a　Stylite：Perspectives　on　Simeon　the　Elder，”Vigiliae　Christianae　42（1988），
376－394，
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人伝）に依拠し，シメオンの生涯についての史実を明らかにしようとするもの。第二に，碑文（建築
石材に刻まれた文。同じ文字史料であるが，文学的史料からは区別される）からシメオン崇拝の実態
について知ろうとするもの。第三に，古代末期の修道制，あるいはシリアにおける苦行者，隠修士の
伝統といったコンテクストのうちにシメオンを位置づけようとする試みである。シメオン自身の手に
よって記されたテキストは皆無であり，シメオンの生涯について伝える文字史料も限られたものでし
かない。こうしたわずかな史料を手がかりとして，研究者らは，シメオンが実際に何を行なったのか，
彼の周辺で何が起きていたのかということを読み取り，再構成しようとしてきた。ハーヴェイは，さ
らにその一歩先ヘーすなわち，シメオンについて書き記した同時代の人々がいったいどのようにシメ
オンを理解していたのか，柱の上に上がるという合理的には説明したがい行いを，どのように道理に
かなったもの，意味あるものとして理解し，言い表そうとしたか，という点にまで一踏み込んで考察
を加えた。
　いったい何のために，シメオンは高い柱の上に上がる苦行を選択したのだろうか。シメオンの生涯
は，現代のわたしたちにとってのみならず，当時の人々にとっても何らかの合理的説明を必要とする
ような不可解な行いであったかもしれない。史料はこの点をどのように説明しているのだろうか。ハー
ヴェイは，文書史料三点（①シメオンの存命中に書かれたもので，柱上のシメオンと実際に出会った
ことのあるテオドレトスによる著作Historia　Religiosang26章，②シメオンの死後間もなく，その弟子
によって書かれたシリア語の聖人伝，③同じくシメオンの弟子であるアントニオスによって書かれた
ギリシア語の聖人伝）について，各文書の性格の違いに注目し，それぞれどのように異なる観点から
シメオンの生涯をとらえているかという点を分析している。その結論を簡潔に述べるなら，テオドレ
トスはアリストテレス，プラトンらの用語を意識的に用いながらシメオンのふるまいを表現し，古典
ギリシアの枠組みによってその生涯をとらえようとしている。一方シリア語の聖人伝が伝えるところ
のシメオンの生涯は，正当かつ権威あるものと認められた公式記録と考えられる。ここでは，モーセ，
エリヤ，イザヤといった旧約の預言者らの行いが聖人伝の中に組み込まれ，シメオンの生涯はこうし
た旧約の原型をなぞらえるものと説明される。旧約の預言者らが高い山に上って神のことばを受け
取ったように，シメオンは柱の上に上った，という説明である。また柱上のシメオンの苦行は，キリ
ストの受難を模倣するものと説明され，キリストがその肉体において死に打ち克ったように，シメオ
ンは肉体をもって行なう苦行を介して，サタンに打ち克ったと記述される。一方ギリシア語の聖人伝
は，切り貼りを重ねた一貫性に欠けるぎごちないもので，そこでは教訓物語としての聖人伝に重きが
置かれ，シメオンの生涯を道徳的観点からとらえて説法している。
　シメオンの生涯について書き記したテオドレトスは，柱に上がるという奇行とさえいいうるような
シメオンの行いについて，次のような弁明を行なってる3。「柱に上がるという行為は，神の定めによ
るところのものであった，そうでなければとても受け入れ難いことである」。テオドレトスによれば「主
3　R．Doran，“Compositional　Comments　on　the　Syriac　Versions　of　the　Life　of　Simeon　Stylites，”Analecta
Bollandiana　102　（1984），35－48．
6は無関心を装う人々のために，あえてこのようなことをなさる方である。たとえば，主はイザヤに衣
を身にまとわずに歩くことを命じられた。またエレミヤには，腰にひもを巻き付けて，信じない者た
ちに預言を伝えるよう命じられた」。テオドレトスは，シメオンの柱をこうした旧約の預言者らの奇
行と比較し，それが神のご意志によるものであったと弁明している。つまり弁明なくしては，同時代
の人にとってもその行いは理解しがたいものであったことがうかがわれる。
　シリア語の聖人伝の著者もまた，なぜシメオンは柱に上がったのか，何が彼をしてそのようなこと
をさせしめたのか，彼はなぜそうする必要があると感じたのか，と疑問を書き連ねている4。シリア
語の聖人伝の著者によれば，何も柱の上に上がらずとも，地上であっても神をよろこばせることはで
きるはずである。なぜなら神は，あらゆるところにおられるのだから。天上にも地上にも，高きとこ
ろにも低きところにも，海にも深淵にも。神が不在であるところなど一つとしてない，例外があると
すれば，神の意志を行なおうとしない人のみであろう。真に神に呼びかけるなら，人はたとえどこに
いようとも，神を見つけ出す。だとしたらなぜ柱の上でなければならなかったのか。聖人伝の著者は，
このように疑問を投げかけた上で，次のように答えている。神はシメオンが柱の上に立つことをよろ
こばれた。なぜなら，神は創造した者どもが眠りこけているのをご覧になったから。シメオンは自ら
の苦難や痛みによって，地上に住まう人たち一彼らは麻痺したかのように働きを休め，眠っているの
だが一を目覚めさせようとした。信仰ある者が，神の御名をたたえる者となるために。
　確かに，狂気とさえ見えるような行いを目の当たりにした人々は，驚きのあまり目が覚める思いで
あったことが想像される。こうした当時の聖人伝の著者による弁明に加えて，現代の研究者は，柱の
上に上った理由として，苦行により肉体の暗さ，不透明さを減じ，神と一つになることをめざした，
あるいは物質的欲望から解放されることをめざした，といった推測を重ねてきた。極端とも言える苦
行は，殉教と同列にとらえられたとも言う。果たしてシメオンの真の意図は何だったのか。テオドレ
トスは，柱上行者を蝋燭立ての上で輝く灯りにたとえている5。その灯りを目指しながら，本稿では，
シメオンの柱とそれを取り巻く建造物について考察してみたい。
　第一に，柱上行者シメオンの生涯を紹介する。第二に，聖堂の外観を記述し，建立以降の歴史を簡
単にたどる。第三に，聖シメオンの聖堂について行われてきた先行研究を概観する。八角形と四つの
長方形を組み合わせた十字架型プランの聖堂は，多くの研究者らの注目を集めてきた。ところが，聖
堂の形態と建築モティーフについて，図像学的解釈を行なう試みはこれまでなされてこなかった。十
字架型のプランに加えて，聖堂は風に吹かれて横倒しになるアカントスの葉を彫刻したなびき葉の柱
頭（丘g．3），アプシス外壁の貝のモティーフ（丘g．4）といった特色を有している。こうした聖堂の形
態や装飾文は見る者にいったい何を伝えようとしているのだろうか。建築形態や装飾の諸要素に注目
しながら，聖堂全体を図像解釈学的に見ていくこと，聖堂が伝えようとしているところの意味を解読
することを，本稿の目的としたい。
4　R．Doran，　The　Lives（）fSimeon　Sリノlites（Kalamazoo，1992），179．
5　Theodoretus　Cyrensis，　Historia　Religiosa，　PG　82：1265．
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fig．4　アプシス外壁の貝のモティーフ
1．柱上行者シメオンの生涯
　聖シメオンの生涯を記した文書史料は，以下の3点である6。第一に，キュロス（シリア北部）の
6　J．－P．Sodini，“Qal’at　Sem’an－Ein　Zentrum　des　Pilgerwesens，”in　B．　Brenk，　et　al．，　syrien　von　den
Aposteln　zu　den　Kalifen（Linz，1993），128－143；F，　Halkin，　Bibliothecα∫Hagiographica　Graeca（Bruxelles，19573），
1678－1688；P，Peeters，　Bibtiotheca　Hagiographica　Orientalis（Bruxelles，1910，　repr．1954），1121－1126．
8テオドレトスによるもの。テオドレトスは聖シメオン存命中，444年に彼のもとを訪れた。第二に，
シリア語の聖人伝。シメオンの没年（459年）に書かれたが，現存する最古の写本は474年である。第
三に，ギリシア語の聖人伝。聖シメオンの弟子にあたるアントニウスの手によると言われている。
　3つの聖人伝はそれぞれ長さが異なり，内容は重複する部分としない部分を含むものであるが，そ
れらが伝えるところによると，聖シメオンの生涯は以下のようなものであったらしい。シメオンは
386－390年頃キリキアのシュシュで生まれた。402年頃，テレダのエウセボナ修道院に入り，20歳にな
るころ（410－412年）テラニッソスへと旅立つ。テラニッソスの修道院で短期間すごした後，その村
を見渡す丘へと移り，そこで459年に亡くなるまですごした。
　この地方で伝統的に行なわれていた苦行のひとつに，マンドラと呼ばれる囲いのある場所をもうけ，
そこに身を置くことで世間から自らを隔離するという修業の仕方があった。シメオンは，こうした修
業を行い，後に柱の上に上り，その柱の高さは徐々に増して，ついに40エレ（シリア語とギリシア語
の聖人伝による），あるいは36エレ（テオドレトスによる）に及んだという。現在のメートル法に換
算すると，16－18メートルの高さである。こうした柱上での修業はシメオンが初めて行なったことで
あるが，その後多くの人々によって踏襲され，5　－12世紀にかけて120人もの柱上行者が数え上げられ
るほどであった7。
　聖シメオンは数々の奇跡を行い，その評判は各地へと伝えられ，多くの巡礼者がこの地を目指した。
シメオンの奇跡によって，人々は旱魑や大地震，害虫の大量発生から免れたとも伝えられる。
　聖シメオンの死にあたって，その遺骸をどこに運び出し保管するのか，シメオンにつき従ってきた
修道士ら，アンティオキア市民キリスト教に改宗した遊牧民らの間で争いが持ち上がった8。遺骸
はアンティオキアの主教座聖堂に運ばれ，遺骸と聖遺物をおさめるための霊廟が建設されると，そこ
に移された（霊廟は現存しない）。聖遺物の一部は，474年頃首都コンスタンティノポリスに運ばれ，
首都においてもシメオンの霊廟が建設された（現存せず）。柱上行者ダニエルの聖人伝中に，それを
示唆する箇所が見られるため，首都における霊廟の建設は，ダニエルの主導によるものであったと言
われている。一方，アンティオキァに運ばれたシメオンの遺骸は，再びその柱のあるところ（テラニッ
ソス村，カラート・セマン）へと戻された。
2．聖堂の建立
　聖シメオンの没後残された修道士らは，絶えることなく訪れる巡礼者を迎え入れ，聖人を記念し，
典礼を行うための場所を必要としていた。そのため，聖シメオンの柱を取り囲む建造物の建設が行わ
れた。この聖堂は，聖遺物としての高い柱をおさめる巨大な聖遺物箱であり，多数の巡礼者が列をな
して巡り歩く場所であり，かつ典礼を執り行う場所でもあった。こうした複数の機能に同時に答える
7　A。Hadj　ar，　P．　J．　Amash，　tr．，　The　church（）f　st．　simeon　the　sり・lite　oηゴother　Archaeological　sites加the
ルlountains（）fS’〃ieon　and　Halaga（Damascus，　n。　d。），17．
8　J。Lassus，　Sanctuaires　chr6tiens　de　Syrie（Paris，1947），129－132．
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べく，中央の八角形と四つの長方形を組み合わせた平面図が考案されたと考えられる9。
　聖堂の建立年代についての文字史料（文書，碑文）は残されていない。シメオンの没年（459年）
からシリア語の聖人伝が書写された474年の間に，聖堂の建設が行なわれたようすはない。建設が開
始されていたとすれば，それについて何の記述もないというのは不自然だからである。一方，カラー
ト・セマン近隣のバスファン村には，聖シメオンの聖堂と共通の装飾を有する聖堂が現存し，カラー
ト・セマンと同じ工房の石工らが手がけたものと推測される。バスファンの聖堂には建立の年代
（491－492年）を記した銘文が残されているため，こうした二つの手がかりから，聖シメオン聖堂の
建立は，474年以降バスファンとほぼ同時期（491－492年）に行なわれたと考えられる。こうした大
規模な建築プロジェクトは，有力な寄進者の後ろ盾なくしては実現不可能であろう。聖堂建立時期と
皇帝ゼノの在位が重なっているために，また皇帝ゼノがカルケドンのダニエル（聖シメオンと同じ柱
上行者で，聖シメオンを継ぐ聖人とみなされていた）の信奉者であったために，カラート・セマンも
またゼノの寄進によるものという推測が成り立つ。皇帝ゼノは，帝国の東側を領土として併合するた
めのひとつの手立てとして，シリア北部での一大建築プロジェクトに着手したとも言われている。
　シメオンの没後から聖堂建設着工頃まで（460－490年頃），テラニッソスの村（カラート・セマン）
には，すでに大勢の巡礼者が訪れていたと想像される。1万2000平方メートルという広大な地に，柱
上行者シメオンの聖堂をはじめ，洗礼堂，巡礼者用宿泊施設，修道院を有するという大規模な複合施
設建設プロジェクトは，巡礼者の数の多さを物語っている。村から聖堂へと続く道には列柱が並び，
道沿いには店が軒を連ね，蝋燭，奉納用のイコン，聖地巡礼のみやげ物が売られていたであろう。
　聖堂への主な出入ロは（典型的バシリカのような西側ではなく）南側で，アンティオキアの諸聖堂
と共通している。その主出入口からさらに南へ120メートルほど離れた場所に洗礼堂が建設され，巡
礼地を訪れた人々に洗礼が施された。
　シリア北部ではビザンティン帝国とイスラム王朝のせめぎあいが続き，キリスト教徒の一大巡礼地
でありながら，7世紀前半この地はアラブ人の手に落ちた。10世紀末，ビザンティン皇帝ニケフォロ
ス・フォカスがアレッポのハムダLン朝を破ってこの地をイスラムの手から取り戻すと，それにとも
なって聖堂をはじめとする建造物の要塞化が行われた。開口部やアーチは塞がれ，補強され，巡礼者
を迎えるはずの大規模な施設は，戦闘に対応するための城塞に改造された。その結果，カラート・セ
マン（シメオンの城塞）という呼び名で呼ばれるようになったと言われている。ただし，ビザンティ
ン帝国の支配はわずか十数年で終わりを告げ，カラート・セマンは再びハムダーン朝の支配下におか
れた。11世紀前半エジプトのファーティマ朝による併合を経て，やがてカラート・セマンは巡礼地と
しての機能を失うこととなった。
9　　Lassus，　Sanctuaires　chr6tiens　de　Syrie，129－132．
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3．カラート・セマンの先行研究
　すでに「はじめに」においてハーヴェイの聖人伝研究を紹介したが，ここで改めてカラート・セマ
ンについての先行研究を何点か紹介し，これまで聖堂がいかなる視点から検討されてきたかを見てい
く。合わせて，筆者の視点がそれらの先行研究とは大きく異なる切り口を有するものであることを以
下に示したい。
　クレンカーは，聖堂の八角形部分が屋根で覆われていたかどうか，という問題提起を行なった10。
中央に据えられたシメオンの柱は高く，覆うべき八角形部分の面積が広いために，果たしてここに屋
根を架けることが可能であったか，という点は確かに疑問に思われる。天井についての議論は，木製
の屋根によって覆われ，閉じられたものであったという説と，部分的な覆いのみで中央には開口部が
設けられていたという説の2点が出されている。クレンカーは前者を支持し，屋根つきの再現図を提
示した。
　建造物の屋根が閉じられていないという主張は一見奇妙なものにも思われるが，たとえばローマの
パンテオン（円形平面の神殿前1世紀に創建されるが後に焼失し，2世紀に再建された）ドームに
は，中央に開口部が設けられていた（現在は塞がれている）。
　また560年にカラート・セマンを訪れた巡礼者エヴァゲリウスは，聖人の柱の周囲に空に向かって
開かれた中庭がある，との記述を残している。エヴァゲリウスが当地を訪れた当時（聖人の没年から
100年後），聖人が柱上に暮らしていた当時のように，八角形中央にそびえる柱の上に屋根はなく，柱
は風雨にさらされる状態であったかもしれない。
　チャレンコは，八角形部分全体を覆うにはあまりにも大きなドームが必要となるため，柱が据えら
れた八角形の中心部と，八角形の各辺との中間部に，何らかの支えとなるものがあったはずであると
考えたが，ビスコップとソディー二は，そのような物的証拠を現場では見つけることができないと主
張している11。二人は，エヴァゲリウスの記述を考慮しつつも，屋根があったことを想定し，屋根を
支える八角形ドラム部分の立面図を再構成することを試みた。
　ラウデンは，木製円錐形天井が架けられており，円形窓がシメオンの柱の真上に設けられ，外光を
取り入れていたと考えている12。
　カロットは柱上行者がすごした柱の構造（柱礎，柱身，柱の頂，柱にかけられた梯子）を，現存作
例を手がかりとして，物理的に再構成する試みを行なっている13。北シリアのキマルには，高さ16メー
トルに達する柱の遺跡が現存している。柱は三つの円筒形部分をつなぎあわせて作られたもので，柱
lo　D．　Krencker，“War　das　Oktogon　der　Wallfahrtskirche　des　Simon　Stylites　in　Karat　Sim’an　Uberdeckt？”
Jahrわuch　des　deutschen　archb’ologischen　lnstituts　49（1934），62－89，
11 i．↓．　Biscop　and　J．　P．　Sodini，“Travaux　a　Qarat　Sem’an，”Jnternatわnal　congre∬（～プchris加n　Arehaeo　logy
（Rome，1989），1675－1693．
12 i．　Lowden，　Early　Christian　and　B．ソzantine　Art（London，1997），72．
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礎の直径は1．18メートルあり，柱身の頂点近くには，周囲に一列のほぞ穴があけられている。カロッ
トは，このほぞ穴に支柱（つっかい棒）を差し入れ，柱身の上に据えられた台の支えとしたという仮
説を再現図とともに提出した。この台上に木製の枠が取り付けられ，その枠内に聖人が身を置いてい
たらしい。現在，カラート・セマンに残されているのは，柱礎の断片にすぎない。が，カロットの再
現図は，シメオンの柱とその上の聖人を想像するための，ひとつの手がかりを与えてくれる。
　ナウマンは，八角形と四つの長方形（バシリカ）を組み合わせた複合体としての建造物のうち特に
東バシリカの床面に焦点を当てることによって，建立から10世紀（銘文が残されている979年）に至
るまでの施工と修復を，年代順に段階づけることを試みている14。発掘調査の後，保護のため東バシ
リカの床面は埋め戻されてしまったために，現在その装飾を見ることはできない。そのためナウマン
による32の装飾パターンの記録は，当時の床面のありようを想像するための大きな手がかりとなる。
ナウマンの仮説によれば，東バシリカは480－490年頃建設され，同時期舗床モザイクが敷かれた。と
ころが526年の大地震によりモザイクが破壊されてしまったために，身廊床面のモザイクは大理石板
象眼に置き換えられた。つまり，身廊（大理石板象眼）と側廊（モザイク）の床面装飾は，6世紀前
半の大地震の後で再施工されたものであり，身廊床面には979年の銘が残されているが，ナウマンに
よれば大理石板象眼の制作年代はあくまで6世紀で，銘文部分のみが10世紀に置き換えられたという。
　ビスコップとソディー二は，カラート・セマンとその周辺に位置する複数の聖堂を比較し，北シリ
アの諸聖堂の問に見られる共通点とその継続性を明らかにしている15。その際，彼らは後陣の形態と
後陣外壁の装飾（つけ柱）に注目した。カラート・セマンでは，後陣外壁のつけ柱は柱頭とインポス
トをともなうもので，さらにその上のコンソールに貝のモティーフが刻まれている。モティーフの意
味するところについてソディー二は触れていないが，彼の視点はあくまで考古学的な物的証拠に基づ
く建造物の形態論であって，図像解釈ではないため，貝殻の意味が特に問われなかったとしても不思
議ではない。一方筆者の関心はもっぱら図像解釈の方に向けられているため，筆者はこのモティーフ
の意味をあえて問うてみたい。柱上行者シメオンを表すルーヴル美術館所蔵の銀製奉納板（後述）に，
同様のモティーフが繰り返されていることから，筆者はこれを単なる装飾ではなく，シメオンの聖堂
を読み解くキーワードとなりうるものと考えている。
　ソディー二が概観調査を行なった北シリアの一連の聖堂群は，後陣を半円形ではなく方形にすると
いう特徴を有している（ただしカラート・セマンは半円形であるが）。ソディー二によれば，後陣外
壁のふぞろいな石のブロック表面を覆い隠すにあたって，半円形よりも方形の方が処理しやすかった
ためであるという。カラv・一ト・セマンの後陣外壁は上下二段のつけ柱を有する最も完成度の高いもの
13@0．Callot，“A　propos　de　quelques　colonnes　de　stylites　syriens，”Architecture　et　poe’sie　da〃s　le〃ionde　grec：
Ho〃τmage∂Geroges　Rottx（Paris，1989），107－122．
14 q．　Naumann，“Mosaik－und　Marmorplattenb6den　in　Kal’at　Sim’an　und　Pirun，”Archdiologischer　Anzeiger
（1942），19－46．
E5　J．－L．　Biscop　and　J．　P．　Sodini，“Qarat　Sem’an　et　les　chevets　a　colonnes　de　Syrie　du　Nord，”syria　6（1984），
267－330．
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で，同地方の他の聖堂はそれをシンプルな形に置き換えて採用している。カラート・セマンのモデル
となるような先行例が，アンティオキアなどにあったのか，あるいはカラート・セマンにおいて全く
新しいパターンがつくり出され，他の聖堂が模倣するところのプロト・タイプとなったのか，という
点については不明であるとしている。
　シュトゥルベは，カラート・セマンとその近隣カルブロゼの聖堂取り上げ，両者の装飾を比較して
いる16。アーキボルト（飾り迫縁），コーニス（水平帯），アカントス柱頭の彫刻から，カラート・セ
マンとカルブロゼの聖堂が，後期ローマ美術の造型に基づく，同じ造形的潮流に属するものであると
結論づけている。シュトゥルベはさらに，カラート・セマンの角柱や柱頭が，二つの異なる工房によっ
て施工されたと推測している。同じ伝統をくむものでありながら，同一工房に属さない顕著な彫り方
の違いが見られるためである。
　ナスララーは，カラート・セマンに言及する文字史料を網羅的に収集し，最古のものから年代順に
紹介している17。柱上行者シメオンの生涯を紹介した際に言及した3つの聖人伝，エヴァゲリウスの
巡礼記の他に，ウマル（第二代正統カリフ，586年頃一644年頃）によるシリア征服時のカラート・セ
マンに関する記録メルキト教徒の歴史家（10－11世紀）による記録ギリシア語とシリア語の碑文
である18。また，カラート・セマンはアンティオキア主教座とのつながりを有していたために，965
年のアンティオキアの反乱についての記述においてもその名が現れる。十字軍占領時代，カラート・
セマンが修道院として機能していたのか，あるいは要塞であったのか，文字史料は残されていない。
イスラム教徒の支配下におかれていた時代のアラビア語史料もまた，ナスララーのリストに漏れなく
収め入れられている。
　以上，カラート・セマンの先行研究を概観した。考古学あるいは建築学的研究は，物証を手がかり
とするために，聖堂建築の形態が意味するところを解釈するという視点を持たない。特殊な建築形態
が多くの研究者を引きつけてきたにもかかわらず，こうした視点からの問題提起は，ほとんどなされ
てこなかった。そこで以下に，カラート・セマンの聖堂に見られるいくつかの特色（貝のモティーフ，
十字架型プラン，なびき葉の柱頭）に注目しつつ，建築を図像学的に解読することを試みたい。
4．貝のモティーフ
ソディー二は，柱上の聖人のイコノグラフィーが見られる作例を収集している19。ランプ，小瓶，
16 b，　Strube，“Die　Formgebung　der　Apsisdekoration　in　Qalbloze　und　Qalat　Siman，”Jahrbuch　ftir　Antike
und　Christentu〃120　（1977），181－191．
17 i。　Nasrallah，“Le　couvent　de　Saint－Sim60n　1’Al6pin，”Parole　de　1’Orient　l（1970），327－356．
18ビザンティン帝国がシリアを取り戻した10世紀聖堂は要塞化された。その際に再利用された石材7点
にギリシア語とシリア語の銘文が刻まれている。J．　Jarry，“Trouvailles　6pigraphiques　a　Saint・Sym60n，”
Syria　43（1966），105－ll5；J．　Nasrallah，“A　propos　des　trouvailles　6pigraphiques　a　Saint－Sim60n－1’Al6pin，”
Syria　48　（1971），165－178．
13
神の家を支える柱
エウロギア（鉛のメダイヨン）などに刻まれた図像で，侍者あるいは天使をともなうもの，キリスト，
洗礼者ヨハネ．聖母をともなうものなど，いくつものバリエーションが見られる。よく知られたもの
として，ルーブル美術館所蔵の銀製奉納板があり，そこではシメオンの柱とともに巨大な蛇が描かれ
ている（fig．5）20。雌であるがゆえにシメオンに近づく
ことのできないつがいの蛇に代わって，雄蛇がシメオン
に雌蛇の病の回復を願うという，聖人伝の奇跡物語に基
づく図像である。ここでは．何よりもシメオンの頭上に
描かれた大きな貝のモティーフが目をひく。貝はカラー
ト・セマンの外壁に繰り返し立ち現れるからである。
　ただし，貝のモティーフ自体は．何もカラート・セマ
ンだけではなく，ローマや初期キリスト教の石棺，モザ
イク装飾にしばしば見られる（fig．6）21。このモティー
フに対するひとつの解釈として，以下にグッディナフを
紹介したい22。彼は，貝のモティーフがヴィーナスの誕
生図像にまで遡ることを指摘し，貝はそこからヴィーナ
スが生まれ出るところの海の陰門であると解釈する。貝 fig，5　銀製奉納板（ルーヴル美術館）
fig．6　初期キリスト教石棺（ヴァティカン，ビオ・クリスティアノ美術館）
19 i．－P．　Sodini，“Remarques　sur　l’iconographie　de　Sym60n　1’Al6pin，　le　premier　stylite∴Monuments　et
Mtimoires，　Fondation　Eugene　1）iot　70　（1989）．29－53，
20 l．　Mango，　Sili，erfrom　EarLv　B．vzantium．　The　Kaper　Koraon　and　Related　Treasures（Baltimore，1986），cat　35．　71．
L’I l．　Bratschkova，“Die　Muschel　in　der　Antikenkunst∴Bulletin　de　1’lnstitutArche’ologique　Bulgare　l2（1938），
1－131．貝のモティーフを有する作例988点を収集，カタログ化した論文。
22@E．RGoodenough，　Je”’ish　Symbois　in　the　Greco－Roman　Period（New　York，1953－1968），12：147；8：95－105．
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のモティーフは，石棺彫刻に多く取り入れられ，貝から生まれたヴィーナスは，貝を背景として配さ
れる死者の肖像に置き換えられた。石棺では，貝（かつてヴィーナスが誕生したところの産道）が，
死者が永遠のいのちへと再び生まれ出るところの産道を表しているという。
　貝が死者の再生を象徴するものであるとすればそれは聖堂を飾るモティーフとしてもふさわしい
ものである。が，こうした従来の解釈に加えて，筆者はあえて別の解釈を提示したい。それは．貝＝
神の守りの象徴という解釈である。なぜそのように考えるのか，「貝」という語の由来に遡ってその
つながりを確認してみたい。辞書を絡いてみると，貝（σKελετ6⊆）に近い語として，たとえば
σKεπdζω（覆い，保護，盾），あるいはσKη通（天幕，幕屋）という語が見られる。またσKελετ6gは，貝
が乾いて堅い外皮であることから，乾燥した身体（ミイラ）という意味も有している。一方，σlalVllt（天
幕，幕屋）は，人の魂を天幕のように覆う身体を意味することがある23。このことから，σKελετ6g（貝）
とσKllvh（天幕）は，身体，あるいは何かを覆うものという，互いに近い意味を持つ語であることが
うかがわれる。ただし，貝（σKελετ6⊆）とσKnvh（天幕．幕屋）は，必ずしも語源を共有しているわけ
ではない。前者の語源が固くする，硬化する（σKλ叩bvω）と共通の語源を有するのに対して，後者は，
影，イメージ，似姿（σKηvh）を語源としているためである24。必ずしも語源を共有しているわけで
はないとはいえ，二つの語の間に似通った語感があることは確かである。こうした二つの語の近親関
係を図像に置き換えてみると，貝のモティーフは堅い守りを表すものと読むことができるだろう。さ
らにその貝（σKελετ6g）の覆いは，天の幕屋（σicnvh）すなわち天上における神の住まいとも読み替
えられるのではないか。すなわち，石棺に刻まれた貝のモティーフは，グッディナフの主張（死者の
再生のための産道）に加えて．神の守り，覆い，天の幕屋を表すものかもしれず，ルーヴルの銀製奉
納板に刻まれた柱上のシメオンの頭上に見られ
る大きな貝もまた，同じように神の幕屋，神の
覆いと守りを表すものと解釈できるかもしれな
い。
　ラヴェンナのガッラ・プラキディアのモザイ
クでは，使徒が貝の覆いの下に立つ（fig．7）。
貝のモティーフがあまりにも大きく，使徒の頭
上を覆っているために，貝というよりはむしろ
幕屋（テント）に近いものであるように見える。
シメオンの後陣外壁に刻まれた貝は，聖堂全体
が神の幕屋によって囲まれ，それに覆い守られ
ていることを表すものかもしれない。
　聖地サンティアゴ・デ・コンポステッラに向 fig．7　ラヴェンナ，ガッラ・プラキディア
23@H．Frist，　Griechisches　Etγmologisches　Worterbuch（Heidelberg，1970），s．v．＜σK6λλopαt＞，722；＜σ1（ηvh＞，727．
2’l@P．Chantraine，　Dfα∫oη〃α舵⑳・〃iologique　de　la　iangue　grecque（Paris，1971），1013．
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かう巡礼者が身につける貝は，一般に聖ヤコブの持物（アトリビューション）と説明されるが，数百
キロに及ぶ長い巡礼の行程が，神の守りによって導かれんことを願う人々の希望を，貝の形にたくし
たものであったかもしれない。日本の小学生が，ランドセルに交通安全祈願のお守りをぶらさげて通
学するように，巡礼者は貝を道行きの守りとして携え，巡礼地を目指した。
5．神の家の柱
　ここで，柱上の聖シメオンを描いたフレスコ画を一点紹介したい（fig．8）。ダマスカスから80キロ
ほど北に位置するマル・ムーサ・アル・ババシ（エチオピアのモーセ）修道院付属聖堂（カトリコン）
に描かれた壁画である。修道院は6世紀に創建され，現在なお，山々を分け入った奥地の山ひだの間
に隠されるようにひそやかに建っている。修道院へと向かう途中に立ちはだかる巨大な岩壁は，世俗
の雑音をことごとく吸い取るかのようであり，修道院を訪れる者は，岩に取り囲まれて，物音や人の
気配の全く感じられない沈黙の空気の中，えんえんと岩場を歩いて登ることになる。修道院はもとも
とシリア正教会に属していたが，19世紀末，修道士らはもはや修道院を維持することができずにこの
場所を去ってゆき，1980年代にベイルートの調査隊が入るまで，修道院は打ち捨てられた状態であっ
た25。カトリコンの屋根は崩れ落ち，壁面のフレスコは剥落した状態のまま放置されていた。その後，
アレッポのイエズス会神父らの主導により修道院の再建がなされ，新しい共同体がここに立ち上げら
れた。カトリコンの屋根とフレスコ画は修復され，修道院としての機能を取り戻して現在に至る。
　カトリコンのフレスコは，二期に渡って制作さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’’”w°’　”tt’，，”
れた（第一期1054－1088年，第二期1192年）。様式
は．ビザンティン帝国の地方様式，十字軍のもた
らしたラテン・カトリック文化圏の様式，この地
を取り巻くイスラム教美術の影響を受けたものと
fig．8　マル・ムーサ
25@E．C．　Dodd．　The　Frescoes（ゾんfarルtusa　a1－Habashi．　A∫’uφy（～fMed’eval　Pa加’加g　in　Sソr如（Toronto，2001）．
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言われている。こうした様式の混合は，12－13世紀の東西世界の交流を具体的な形で表す作例として
貴重である。同時に，フレスコはシリアにおける初期キリスト教の伝統を引き継いだものでもあると
いわれている。
　カトリコン北側廊東端に，柱上のシメオン（1058年）が描かれ，「キリストの洗礼」（1088年）と併
置される（fig．9）。北側廊東端のフレスコは．20世紀後半に修復の手が入れられたものとはいえ，
1192年の第二期フレスコ制作時にはほとんど手が加えられることがなかった。そのため，制作当時の
図像をうかがい知ることができる。カトリコンの柱上行者シメオンと「洗礼」の図像は，12世紀末か
ら13世紀初頭にしばしば見られる図像の定型を忠実に踏襲するもので，シメオンについてはキプロス
の聖使徒聖堂（1160－1180年），パナギア・トゥ・アラコス聖堂（ll92年）に比較作例が見られる26。
　柱上行者シメオンと併置された「キリストの
洗礼」は，シメオンの図像の意味を強調する役
割を担っているものと思われる27。洗礼を授け
られたキリストの頭上に降る聖霊は．柱状の太
い筒の中を鳩が下って行く描写によって表され
欝鑛
fig，9　マル・ムーサ　柱上行者シメオン，キリストの洗礼
26@A．Stylianou，　The　Painted　Churches（ゾ（］yprus（Cyprus，1964），156，　fig．75：A．　Stylianou，　The　Po’η’ed
C乃urches（ゾ（］yρrus：Treasures（～ブByzant加e／望〃（London，1985），pL　95．
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る。この柱状の聖霊は，明らかにシメオンの柱との対比を意識している。こうした対比の結果，シメ
オンの柱は，あたかも聖霊が降り立つ柱であるかのように見えてくる。キリストの頭上に柱状の聖霊
が降るように．シメオンの柱にもまた聖霊が降り立つ。
　ところで柱上行者シメオンは，同名の，キリストの神殿奉献に立ち会った預言者シメオンを想起さ
せる。柱上行者シメオンを記念する祝日は9月1日と定められているが，カトリックの暦では，神殿
奉献の預言者シメオンと混同された結果，1月5日に柱上行者シメオンの名が記されていることがあ
る28。こうした混同の例からも，柱上行者と預言者，二人のシメオンの近さがうかがわれる。神殿奉
献の際，預言者シメオンの上には聖霊がとどまっており（ルカ2：25），彼は主に向かって「わたし
はこの目であなたの救いを見た」と語る。そのことばは．洗礼の隣に置かれ，聖霊の降り立つ柱の上
にあって，正面を見据えるシメオンのことばでもあるように思われる。柱上のシメオンの上にも（神
殿のシメオン同様）聖霊がとどまっており，柱上のシメオンもまた，主の救いを見た者であったはず
だからである。
　さらに，カトリコン北側廊東端のシメオンは，柱上にあって洗礼のキリストよりも高いところに描
かれ，シメオンの頭は聖堂の壁面が天井に接するところに届いている。すなわちシメオンの柱は，聖
堂を（物理的に）支える柱となっているように見える。12使徒が聖堂の柱にたとえられることがある
が，柱の上に住まうということはつまり，神の
家を支える柱の一つとなる，ということであっ
たかもしれない。神の家を支える柱であるとす
れば，神はそこに住まうためにおいでになり，
その家に宿るであろう。柱の上に住まうという
ことは，神の家になるということ，ひいては，
神に降り立ってもらうための一つの手立てで
あったかもしれない。こうして，洗礼において
キリストの頭上に聖霊が降ったように，シメオ
ンの柱にもまた聖霊が降り，シメオンの柱は，
そこに神が降り立つところの神の家の柱となっ
た。
　カスル・アブーサムラ（Qasr　Abu－Samra）
の浮彫では，柱上のシメオンの頭上に，鳩が円
形状の冠を運んでいる。冠の中央に炎の舌が描
かれている（fig．　10）。炎の舌はとりもなおさず， fig．10　カスル・アブーサムラ浮彫
27 k側廊東端と対の位置にあたる南側廊東端には「神殿奉献」のシメオンが描かれtあきらかに柱上行者
との対置を意識した場面選択である。が，フレスコ制作年代が不明であるため，ここではあえて制作年代
の明確な北側廊東端のシメオンと洗礼の組み合わせに焦点を当てて検討する。
28@Harvey，“The　Sense　of　a　Stylite．”384．　note　1．
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聖霊降臨の時使徒たちの頭上に降った炎の舌を想起させる。すなわちこの浮彫の図像は，聖霊がシメ
オンの頭上にも降っていることを表している29。神の家の柱（シメオンの柱）に，確かに聖霊が降り立っ
たことを，この図像は示している。
　ところで，使徒言行録によれば使徒たちの上に聖霊が降り，彼らが聖霊に満たされた臨「突然
激しい風が吹いて来るような音が天から聞こえ」たと伝えている（2：2）。カラート・セマンの八
角形部分には，アカントスの葉が風になびいて横倒しになった珍しい柱頭が見られる。ここで柱頭が
風になびいているのは，聖霊が降り立つ時に吹く風を体現するものかもしれない。神の家を支えるシ
メオンの柱に聖霊が降り，それにともなって（使徒たちに聖霊が降った時と同じように）風が吹き，
柱頭のアカントスをなびかせる。
6．聖人伝となびき葉の柱頭
　続いて，聖堂の八角形部分に見られるなびき葉の柱頭の意味について考えてみたい。こうしたモ
ティーフは単なる装飾だったのだろうか。筆者は，このなびき葉の柱頭が，聖堂においてシメオンの
生涯を代弁する重要な役割を担うものであったと考えている。
（1）預言者工リヤ
　シメオンの生涯を記したシリア語の聖人伝によれば，幻想の中でシメオンのもとに火の馬車に乗っ
た旧約の預言者エリヤが現れ，彼に次のように語った30。恐れるな，強くまた勇気を持って振る舞え。
死すべき人間であることを恐れることなく，貧しき者，抑圧された者たちの助け手となれ。主はあな
たの助け手。何者もあなたを既めることはできない。あなたの名は命の書に記され，使徒たちと同じ
冠と衣とが，あなたのために用意されている。
　このエリヤの幻想によって，シメオンは強められ，力づけられ，勇気を与えられ，これまでにもま
して苦行に打ち込むようになったと伝えられる。彼は，絶え間なく断食を続け，昼夜立ち続け，絶え
ず祈り続けた。こうしてシメオンは，40年もの長きに渡って柱の上に立ち続けた。
　旧約聖書によれば，預言者エリヤは火の馬に引かれた火の戦車に乗って，主の起こした嵐の中天に
上げられた（列王記下2：1－14）。火の馬車に乗ったエリヤは，その時と同じように，嵐をともなっ
てシメオンのもとに現れたであろう。そしてシメオンの柱の周辺では，火の馬車に乗るエリヤととも
に嵐のような風が吹きつけた。すなわち，アカントスの葉が横だおしにしなうなびき葉の柱頭は，預
言者エリヤがシメオンのもとに現れた時に吹いた大風が，柱の間を吹き抜けていくことを示している
ものかもしれない。
29R．　Fernandez，“Le　culte　et　riconographie　des　stylites，”in　L　Pefia，　et　al．，五e∬リノ1ゴtes　syriens（Milan，1975），
163－217；V．H．　Elbern，“Eine　frUhbyzantinische　Reliefdarstellung　des註lteren　Symeon　Stylites，”Jahrbuch
des・Deutschen　At℃haologischen　Instituts　80　（1965），280－304，　fig．1．
30@Doran，　The　Lives　cゾSimeon　Stylites，126－130．
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②　四季の突風
　またシリァ語の聖人伝が伝えるところによれば，この地の冬は突風とともに訪れる。いったい誰が
この寒さに耐えられようかというほどの過酷さとともに，冬の北風は雪をともなって吹きつけ，東か
らの風は暴風となって吹き荒れ，夏の南風は焼き尽くす勢いで吹きすさび，しかも風はしばしば叩き
つけるような雨をともなうものであった。戦いを挑みかけるような風がやがて止んで，氷と雪が解け，
あるいは雨水が引いていく頃，シメオンはますます強められたと伝えられる31。
　こうした春夏秋冬の過酷な風は，柱上でそれにさらされるシメオンの身体に容赦なくたたきつけ，
彼がそれに耐えうるかどうか，彼の強さを試すようなものだっただろう。それを乗り越えることで，
シメオンはさらに強められた。なびき葉の柱頭は，シメオンが柱の上で幾度となく耐え抜いてきたと
ころの，過酷な地上の風を表し，その中でシメオンがあえて立ち続けたことを，わたしたちに伝える
ものかもしれない。
（3）海上の風
　シメオンの行なう奇跡について聞きつけた人々は，病が癒されることを，あるいは不正な支配者，
抑圧者らに神の裁きが下ることを願い，こぞってシメオンのもとを訪れた。が，シメオンはそれらの
者たちのみならず，荒れ狂う海において航海する者たちの前に幻視として現れた。シリア語の聖人伝
によれば，ある時，船が暴風雨にみまわれ，船上の人々は沈没を覚悟し，死の絶望に打ち拉がれてい
た。船員の一人が思い立ってシメオンに呼びかけて助けを求めたところ，シメオンの姿が目の前に立
ち現れ，それとともに大荒れの波は沈まり，むせぶような暴風雨は止み，激しく揺さぶられていた波
はぴたりと止まって空は晴れ渡った。こうした海上の奇跡は一回にとどまらず，繰り返し聖人伝の中
で伝えられている32。
　すなわちシメオンは海上の陣風を鎮めるものでもあり，聖堂のなびき葉の柱頭は，地上の旋風のみ
ならず，海上の大風をも示唆するものと読むことができるだろう。とすると，その中央に据えられた
シメオンの柱は，いわば船のマストのようなものと見立てることができよう。柱（マスト）上で時に
大きく揺さぶられながら，さまざまな苦難に耐え忍ぶシメオンは，さながら嵐の海を航行する船舶に
たとえられるようなものであったかもしれない。事実，シメオンの死はシリア語の聖人伝の中で次の
ように言い表される。「船は，心を砕いて注意を怠らない船乗りの身体のようなものであり，その船
は実り多く豊かな積荷とともに，よろこびのあるところ，すなわち天上へと到着した。シメオンを阻
み，彼と抗争を続けた暴風，一陣の疾風は鎮められた」33。シメオンは船にたとえられ，彼はその死
に至るまで（柱の上すなわちマストにあって）荒波に翻弄される船にたとえられるような苦難をくぐ
り抜けてきたのだということを，なびき葉の柱頭は見る者に語っている。
31@Doran，　The　Liレes　ofSimeon　Styli’es，131．
32@Doran，　The五’vθ∫ofSimeon　Sty1’tes，151－153．
33@Doran，　The　Lives（～fSimeon　Stylites，187．
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（4）地上の風
　シリア語の聖人伝によれば，日照りが続き，冬が去って四旬節がめぐるころになってもまったく雨
の降らない年があった。シメオンは神に反逆する人々の行いを見知っていたために，あえて神に雨を
降らせることを願わなかった。しかしながら，埃まみれの衣に頭を覆い，嘆き悲しみ，立ち尽くす人々，
声を上げる気力さえ失った女たち，羊のように押し黙る子どもたちを目の当たりにしたシメオンは，
ついに天に目を向けて祈った。すると雷が轟き，空を覆い尽くし，急風とともに雨が降り出したと伝
えられる34。すなわち，シメオンは風をおさめるのみならず，風を呼び起こすこともできる者であった。
それゆえ，シメオンの聖堂を訪れる巡礼者らは，なびき葉の柱頭を見上げながら，聖人伝において語
られるところのシメオンの鎮めた海上の風のみならず，シメオンの呼び起こした地上の風を，思い起
こしたことであろう。
（5）実り豊かな木の幻視
　シリア語の聖人伝が伝えるところによれば，神はシメオンに次のような幻視を示され，それを見た
シメオンは，兄弟シェムシの死が四旬節のうちに訪れることを予言した35。
　一本の木があって多くの果実を実らせ，その幹から枝が一つ伸びていた。目もあやなまばゆいばか
りの人が，斧を手にした四人の人とともに現れて言った。「その枝を刈れ。枝が伸びて果実の実りを
妨げているから」。枝は切り落とされた。するとその人は言った。「地面を深く掘り下げ，木の根を岩
の上に据えて四方を埋め，木が揺さぶられることのないようその根を支えよ。木は多くの果実を実ら
せるが，辻風と大荒れの嵐とがそれを叩きのめすことになるであろう」。岩の上に据えられ，支えを
得て埋め固められた木は，枝を伸ばし葉を茂らせて育ち，かつての何百倍もの果実を実らせた。木の
根元からおびただしい量の水がほとばしり出て，山々や丘一面に広がった。動物たちや鳥たちが木の
元に集まって実を食し，その泉で渇きをいやした。聖人伝によれば，この幻視のうちに現れた木はシ
メオン，切り落とされた枝は兄弟シェムシであり，彼はシメオンの予言どおり，四旬節のうちに亡く
なった。
　ここで語られる木は，とりもなおさずシメオンの柱を想起させるものであり，まばゆいばかりの人
が告げた木に激しく打ち当たる風は，なびき葉の柱頭がそのままに表している。さらに，木（シメオ
ンの柱）の根元から溢れ出る豊かな水をたたえた泉を表すのに，八角形はまさにふさわしい形であっ
たといえる。なぜなら，八角形は洗礼堂建築の定型であり，まさに水をなみなみとたたえた場所であっ
たのだから。
　幻視によれば，木（シメオンの柱）は岩の上に据えられる。岩は，しばしばキリストを表すシンボ
ルととらえられる。4世紀シリアのアフラーテスは，旧約の預言者らがキリストを岩にたとえていた
ことを立証するために，詩編（118：22），イザヤ書（28：16），ダニエル書（2：34）など複数の箇
su@Doran，　The　Lives（～プ3肋eon　Styl’ごes，157．
35@Doran，　The　Lives（）fSimeon　Stylites，174．
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所をあげて説明している36。つまり，シメオン（木）はキリスト（岩）の上に立てられたのであり，
さらに木は大風にみまわれて揺さぶられることがないように，支柱を用いて支えられた。聖堂の平面
図を見ると，八角形の中央に柱の土台が据えられ，四方にバシリカが組み合わされ，東西南北に十字
架の縦木と横木が伸びているように見える。これらを，木（シメオンの柱）を四方から支える支柱（あ
るいは添え木）に見立てることができるかもしれない。すなわち，聖堂の形態は聖人伝において語ら
れるこうした逸話を，比喩的に表す道具としての機能を果たすものであったように思われる。
（6）楽園の風
　八角形部分が水をたたえた洗礼堂と重ね合わされ，十字架型の四つのバシリカが中央の柱を支える
添え木と見立てられることを指摘した。また別の見方として，四つのバシリカを，洗礼堂から流れ出
る四つの川にたとえることもできるだろう。洗礼の聖なる水は，しばしば楽園の四つの川と結びつけ
られるからである。マグワイヤは，洗礼堂に四つの川が描かれる例，あるいは洗礼堂の銘文中に四つ
の川の名が記される例をあげて，両者（洗礼と楽園の四つの川）の間に結びつきがあることを指摘し
ている37。カラート・セマンの八角形（洗礼堂の形）の計四辺から東西南北にのびる長方形を，仮に
楽園の四つの川（創世記2：10）と見立てるなら，八角形を支える柱頭は，楽園に生えいでる木々（見
るからに好ましく，食べるに良いものをもたらすあらゆる木，創世記2：9）を模すものとみなすこ
とができるかもしれない。
　神は土（アダマ）の塵で人（アダム）を形作り，その鼻に命の息を吹き入れられた（創世記2：6）。
神の創造の息吹は楽園のそよ風となって吹き寄せ，その風に木々の葉がそよぐ。なびき葉の柱頭は，
神の息が吹き込まれたことを，風になびくその姿によって示すものかもしれない。楽園の川とそのほ
とりに生える木々。神の息が風となってそこにさやいでいることを，柱頭は伝えている。
　シメオンに続く柱上行者ダニエルは，天と地の間（すなわち柱の上）において，あらゆる方角から
襲って来る風を恐れることなく，柱の上においてとどまり，持ちこたえたと伝えられる。大風が吹き
つければ，高い柱の上では，地上の何十倍もゆれて，それは恐ろしいことであったと想像される。吹
きさらしの柱の上では，その風を防ぎようがないからである。なびき葉の柱頭は，神の創造の息吹す
なわち楽園の風のみならず，柱を根こそぎ吹き飛ばすほどの大風の脅威を示唆するものかもしれない。
とすると，聖堂の外側に配された貝のモティーフは，大風から柱上行者を守る覆い（幕屋）を意味す
るものであったかもしれない。天と地の問（すなわち柱の上）において，地上に近いところで大風の
脅威に恐れおののくことがあったとしても，天へと近づくほどに，そこに吹く風は楽園の風すなわち
神の息吹に近いものとなる。その両方を，シメオンは天と地の問にあって体験していたということか。
36 q．　Murray，　Symbols〔～ズChurcゐand　Kingdo〃2（Cambridge，1975）；J．　Parisoしed．，　Aphraatis＆7pien’is　Persae
Dθ〃lonstra’わnes．　Patrologia　Sソriaca　L　II（Paris，1894，1907）．
37 g．　Maguire，　Ea〃h　and　Ocean．　The　7と肥∫かial〃b〃4’ηEo吻βソzantine　Art（London，1987），28．
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（7）死の床に吹く風
　最後にシリア語の聖人伝は，シメオンの死について次のように語っている。真夏のある日，シメオ
ンは数日間高熱にみまわれた。真夏の熱気はこれ以上ないほどに過酷なもので，地表はその熱気によっ
て焼き尽くされんばかりであった。ところが発熱から3日の後，涼やかで生き返るような香りのよい
風（それは天からもたらされる瑞々しい雫のようであった）が柱の上のシメオンに吹き寄せた。風が
そよぎ，この世のものとは思えない芳しい香りが立ち，聖人の死に至るまでその香りは立ち上り続け
た。
　聖堂において典礼がとり行われ，そこで炊かれた香が天へと立ち上る時，人々はなびき葉の柱頭を
見上げて，シメオンの死をめぐるこうした逸話を思い出したかもしれない。
（8）罪と風
　シリア語の聖人伝は，人々の罪や欺隔を風にたとえている。シメオンが罪の風や欺朧のつむじ風を
叱責すると，風は鎮められたという。とすれば，わたしたちの罪，欺隔もまた吹きつける風にたとえ
られるものかもしれず，その風（罪）は，いまだにそこかしこで吹き続けている。つまり聖堂のなび
き葉の柱頭は，その下に立つ者の周囲で吹き荒れるところの罪，それを風になびく柱頭の葉という形
で具現化するものであったかもしれない。罪にまみれる者たちの周囲では絶え間なく風が起こり，不
穏なざわめきとともに風が動き，木々の葉（柱頭）が騒々と音を立てて騒ぎ立てる。
　聖堂の八角形部分に配されたなびき葉の柱頭はつまり，（1）シメオンがこれまでにも増して苦行を重
ねる契機となったところのエリヤ昇天の嵐（2）その苦行の間中吹き付けた四季の過酷な風，（3）シメオ
ンの奇跡によって鎮められた海上の風，（4）シメオンの奇跡によって呼び起こされた地上の風（5）たわ
わに実る木（シメオン）をゆるがす辻風（6）楽園にそよぐ神の息吹としての風（7）シメオンの死の床
において吹いたかぐわしき風，（8）この地を訪れる人々を取り巻く罪の風，といった複数の異なる風を
表すものではなかったか。八角形を支える柱のあちこちに配されたなびき葉の柱頭は，柱上行者の生
涯を通じて吹き続けた風を，今なお見るものに伝えている。
7．聖堂の形態について一古代都市遺跡アパメアとの比較
　シメオンの聖人伝に繰り返し立ち現れるさまざまな風を，聖堂のなびき葉の柱頭が伝えていること
を指摘した。次に，八角形と十字架を組み合わせた聖堂のプランについて，ローマ建築との比較から
考察してみたい。
　「はじめに」において，シメオンがなぜ柱の上にとどまることを選択したのか，ということについ
て触れた。彼に触れようとする熱心な信奉者から逃れるため。悪を追い払うため。神によりそうする
ことを命じられたから。人々を目覚めさせるため。孤独寒さ，熱さ，風雨，飢え乾きにさらされる
苦行を通して肉体の暗闇を減じ，それによって神と一つになるため。地上を遠く離れ，地上の物質的
欲望や誘惑から解放されるため。こうしたさまざまな理由が挙げられよう。それでは，シメオンはそ
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もそも柱に登るという着想をどこから得たのだろうか。このような修業の仕方は，シメオンが初めて
行なったことであった。
　この問いについて，先行研究の中に確たる回答は見当たらず，ヴェーブスはかろうじて一点の例を
あげるにとどまっている38。それによれば，ヒエラポリス（小アジアの古代都市）にアタルガテス（シ
リアの豊穣の女神）の神殿があって，神殿正面に一本の柱が立てられていた。ある人がその柱に上り，
神に祝福を乞うたという言い伝えがある。シメオンの着想は，ヴェーブスが指摘するようなローマの
慣習から来ているのだろうか。柱に上がったシメオンが何を目指し，何を願っていたのか，筆者の荘
漠とした頭ではそれを推し量ることは難しい。ただし，シメオンの聖遺物を祀るために創建された聖
堂のプランは，柱をめぐるシメオンの考え，あるいは当時の人々の考えを読み解く一つの鍵を与えて
くれるものであるように思われる。聖堂のプランを解読することによって，柱の意味に近づくことが，
あるいは可能であるかもしれない。それでは，聖堂のプランはどのように読み解くことができるだろ
うか。
　筆者は，この問いに答えるひとつの鍵が，カラート・セマンにほど近い，北シリアの古代ローマ遺
跡，アパメアの建築と都市計画にあると考えている（fig、11）。アパメアでは，1920年代以降．ベルギー
の考古学者らによる発掘調査が行なわれてきた39。都市は，ヘレニスム期（紀元前300－299年）に建
設されたが，ll5年の地震によりそれらの建造物はほぼ全壊し，都市の大半は地震の後，再建されたロー
マ時代のものである。2－4世紀にかけて，アパメアはネオ・プラトニズム派の拠点として栄えたが，
526年と528年に再び大地震にみまわれて，建造物の多くは崩壊した。20世紀の発掘を経て大々的な再
建が行なわれ，現在．南北2キロメートルに渡るメイン・ストリートには，見事な列柱が立ち並ぶ。
長さ2キロメートル，横幅22メートルのメイン・ストリートは，都市の中軸として機能するものであ
り，古代都市遺跡の中でも最大の規模を誇っている。南北の本通りに直交する形で2本の東西に続く
道が作られ，ロレーヌ十字（縦木に対して二本の横木が直交する十’字）を形作っている。
雛慧鰯蝿紺鯉礎紮嚢蕊
fig．11　アパメア
38@A．V66bus，1ノ’stor：v（ゾ／tsceticism加the　Syrian　Orient（Louvain，1960）．
39 i．　Turner，　The　Dictionat：y（ゾオ猷vol．2（London，1996），s。v，＜Apameia＞，213－214．
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　本通りの列柱は，6世紀の地震により崩壊した後，20世紀に入ってようやく再建されたものとはい
え，建設当時のスケールの大きさをよく伝えている。柱の高さは十数メートルに達するものと思われ，
メイン・ストリート沿いの水平フリーズは途切れることなく続く。都市の目抜き通りとはいえ，人や
馬車が移動し，店々が軒を連ねるという目的だけであれば，これほどまでに高い列柱を置く必要はな
かったはずである。もちろん，都市を築いた人の威信と都市の繁栄を表すのに，大きなスケースはふ
さわしいものではあるが。それではいったい何のためにこうした（人体の規格をはるかに越えた）巨
大なスケールの列柱が建てられたのだろうか。そう考えながら列柱の間を歩いてみると，それは人間
の標準的な身長を基準としたつくりではなく，神々の体格を基準とした神のスケールに従って，都市
と道路が展開しているかのように感じられる。
　しばしば建造物とそれにともなう装飾は，そこに住まう人々にいかにふるまうべきかを教え，そこ
に作り出された空間は，その場にふさわしくふるまうことを人々に要請する。たとえば，装飾過多と
思われるほどの流麗なアール・ヌーヴォーの室内空間がそこに住む者に要請するふるまいは，シンプ
ルで機能的なバウハウス建築の空間が要請するそれとは明らかに異なっている。人は，空間に合わせ
てその場にふさわしいふるまいを選択するよう求められる。
　アパメアの都市計画を立案した人は，神々のスケールを採用することによって，そこに神々にふさ
わしいふるまいを可能にする空間を創り出そうとしたのではなかったか。普通の住宅のように人体の
スケールを基準とした空間において，神々のような仕方でふるまうことは難しいが，神々のスケール
を基準として作られた空間においてそのようにふるまうことは，それほど難しいことではないだろう。
そびえ立つ列柱とはるかかなたまでまっすぐに続く街道は，神々の通り道として，まさにふさわしい
空間をつくり出しているように見える。
　神々と人のスケールの違いは，アルカイック期の奉納浮彫において顕著に示される。神々と対面す
る奉納者の行列は，神々とは明らかに異なる，小さな身長で表される。時代によってスケールの差は
まちまちであるが，人間たちは往々にして神々の胸ほどの高さで表現されることが多い。アルカイッ
ク時代のスパルタ出土のクリュサファ墓碑では，人間は神々の膝よりも低い身長で表される。こうし
た作例からは，神々と人のスケールが異なるものとして理解されていたことがうかがわれ，神殿や都
市計画がこうしたスケールの相違を根底に考えられたということは多いにありうるだろう。ただし，
ギリシア建築の理論については文献上の言及がなく，ローマの著述家（ウィトルウィウスやプリニウ
ス）の限られた著作しか残されていないため，具体的に立証することは難しい。
　アパメアでは，南北に伸びる本通りが東西の通りと直交する十字路の中央に，奉献柱が高くそびえ
立っている（丘g．12）。四つ辻に立って通り沿いの列柱を見上げると，神々のスケールに合わせたか
のような建築規模のために，あたかも街道を神々が縦横に行き交っているようすが目に浮かぶかのよ
うである。四つ辻は，南北へ，あるいは東西へ街道を行き交う神々が出会い，行き過ぎ，すれ違い，
そして立ち去り，再びやってくるような場所であったかもしれない。とすれば，神々が行き交い出会
うところとしての四つ辻に，奉献柱を立てようとした人の意図は容易に理解されよう。十字路の中央
は，神々と出会うのに最もふさわしい場所であったのだから。
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fig．12　アパメァ，奉献柱
　中央の柱とその四方（東西南北）にのびる通路という形態は，とりもなおさずシメオンの聖堂を想
起させる。シメオンの聖堂もまた，八角形とその中央に立てられた柱，八角形の四辺から東西南北に
のびる長方形のバシリカ，という平面図を呈しているからである。シメオンの聖堂の設計者は，カラー
ト・セマンから80キロほど南に位置する古代都市アパメアを知っていたかもしれない。彼らが，アパ
メアの本通りと十字路中央に立つ奉献柱を見て，そこから着想を得たということもありうるのでは
ないか。アパメアは6世紀の地震によって崩壊し，やがて土の下に埋もれてしまったが，シメオンの
聖堂がその大地震以前に建設されたものであることは確実で．地理的な距離から考えて，聖堂の建設
者がアパメアの都市設計を見ていたとしてもそれほど不自然ではない。
　アパメアの十字路に据えられた柱の頂に立つ者は，神々が四つ辻を行き交うさまを見ることができ
ただろう。同様に，シメオンの聖堂において，柱を四つ辻（四つのバシリカ）の交わる中央に置くこ
とによって，シメオンがその柱において神と出会っていたことを，建設者は表そうとしたのではなかっ
たか。
　オリバシウスは，都市計画の際に，東西と南北に道路を直交する形で配置することをすすめてい
る4°。そのような配置は，都市の通風をよくし，東西南北から吹く風によって，都市は清浄に保たれ
るからである。風は東西南北の通りを何らかの障害物に突き当たることなく吹き抜けt埃や煙を取り
除いて都市を浄化する。同じように，東から西へ南から北へ（あるいはその逆方向に向かって），シ
メオンの聖堂においてもまた，神の風が吹き抜けていく。
おわりに
本稿では，柱上行者シメオンの聖堂（カラート・セマン）について取り上げ，聖堂のプランが伝え
’io　Bussemaker－Daremberg，　ed．，0励as’us　II（Paris，1851－1876），318；F，　Castagnoli，　Orthogonal　7bwη
P1α朋’ηg加肋’ゆ’り，（Massachusetts，1971），61．
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るところの意味を解読することを試みた。第一に，なぜシメオンが柱の上に上がったのかという疑問
に対する聖人伝の弁明を紹介した。また，聖人伝に基づいてシメオンの生涯を紹介した。第二に，聖
堂建立とその後の歴史についてまとめた。第三に，先行研究を要約し，筆者の視点がこれまでの研究
とは大きく異なっているものであることを示した。第四に，聖堂外壁の貝のモティーフの意味すると
ころについて考察し，シメオンを描いたフレスコ画から柱の意味を推し量るとともに，聖人伝との比
較からなびき葉の柱頭の含意について検討した。最後に，聖堂のプランとアパメアの都市遺跡との類
似性について指摘し，聖堂の形態がシメオンの切なる願い，すなわち柱上において神と出会うことを
具現化するものであったことを示した。
　シメオンの生涯を通して吹き続けた風は，今なお聖堂において止むことなく木々をそよがせ，彼の
生涯について，わたしたちに多くを語りかけている。
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